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月　

日
、
歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館
で

１１

１８

開
催
し
て
い
た
企
画
展
「
水
戸
藩
の
利
水
事

業
と
永
田
家
三
代
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
永
田
家
ゆ
か
り
の
史
跡
を
め
ぐ
る
見
学

会
を
行
い
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の

下
、
市
内
外
か
ら　

人
が
参
加
し
、
資
料
館

３５

調
査
研
究
員
の
野
上
平
先
生
の
案
内
で
、
水

戸
藩
の
三
代
江
堰
と
い
わ
れ
る
岩
崎
・
辰
ノ

口
・
小
場
江
堰
を
は
じ
め
、
佐
竹
氏
に
よ
っ

て
戦
国
期
に
開
発
さ
れ
た
と
い
う
金
山
跡
や

永
田
勘
衛
門
が
開
い
た
暗
渠
式
水
道
「
山
寺

水
道
」
な
ど
、
当
市
と
常
陸
太
田
市
の
史
跡

８
か
所
を
見
学
し
ま
し
た
。
今
か
ら
約
３
５

０
年
前
、
先
人
た
ち
が
多
く
の
田
に
水
を
引

く
た
め
に
重
ね
た
苦
労
の
跡
が
、
市
内
の
あ

ち
こ
ち
に
み
ら
れ
る
こ
と
に
参
加
者
の
皆
さ

ん
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
常
陸
大
宮
市
を

再
発
見
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

月　

日
、
火
災
等
が
発
生
し
た
場
合
を

１１

１９

想
定
し
、
来
庁
者
や
職
員
の
安
全
確
保
、
消

防
機
関
と
の
円
滑
な
協
力
体
制
を
確
立
す
る

た
め
、
市
役
所
本
庁
舎
に
お
い
て
職
員
対
象

と
し
た
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
２
階
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー

か
ら
出
火
し
、
市
役
所
北
側
玄
関
に
避
難
す

る
と
い
う
も
の
で
、
参
加
し
た
職
員
は
課
内

で
重
要
な
も
の
を
持
ち
避
難
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
心
肺
蘇
生
や
応
急
手
当
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

操
作
法
の
救
急
訓
練
や
消
火
器
や
消
火
栓
を

使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
を
行
い
、
参
加
者
は

真
剣
な
表
情
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
行
動

を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

順不同・敬称略
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部
教
授
を
務
め
る
数
学
者
で
あ
る
傍
ら
、
日

本
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
協
会
名
誉
理
事
と
し
て
も

ご
活
躍
の
大
道
芸
人
で
す
。
幼
少
時
代
の
出

来
事
や
父
親
か
ら
の
教
え
、
国
籍
・
民
族
な

ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、
世
界
的
視
野
と
行
動
力

で
歩
ん
で
き
た
人
生
を
、
広
い
教
養
と
得
意

の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
と
シ
ガ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

使
っ
た
大
道
芸
を
交
え
て
の
楽
し
い
講
演
で

し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
降
り
て
来
場
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
気
さ
く

な
一
面
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
鷲
子
区
・
高
部
第
１
区
の
歩

１１

１８

く
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鷲
子
運
動
広
場

を
ス
タ
ー
ト
し
鷲
子
山
ま
で
の
片
道
約
５
㎞

の
コ
ー
ス
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
晴
天
の

下
、
足
取
り
も
軽
く
、
鷲
子
山
上
神
社
ま
で

歩
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鷲
子
山
上
神
社
の
１
２
０
０
年

祭
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
。
楽
し

い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　

月
７
日
、
美
和
工
芸
ふ
れ
あ
い
セ
ン

１１
タ
ー
に
お
い
て
、
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル

氏
を
迎
え
、「
平
成　

年
度
美
和
地
域
文
化

１９

講
演
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ク
ル
氏
は
、
早
稲
田
大
学
理
工
学
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《
奨
学
基
金
へ
寄
付
》

《
常
陸
大
宮
市
へ
寄
付
》

美和木材協同組合
木製ベンチ１基

（市民バス市役所停留所設置）

（株） 東京電力
防犯灯25基

常陸大宮地区民生委員
児童委員協議会
会長　中�　孝子
一金　30,000円
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生
活
習
慣
病
予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、

那
珂
医
師
会
に
よ
る
健
康
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

月
２
日
に
山
方
地
域
、　

日
に

１０

１７

大
宮
地
域
、　

日
に
緒
川
地
域
、　

日
に
御

２５

３０

前
山
地
域
、　

月
２
日
に
美
和
地
域
に
お
い

１１

て
行
わ
れ
、
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
起
こ
る
高

血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
な
ど
「
サ
イ
レ

ン
ト
キ
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
生
活
習
慣
病
を

テ
ー
マ
に
、
そ
の
原
因
や
予
防
法
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
大
串
医

院
院
長
大
串
利
弘
先
生
、
丹
治
医
院
院
長
丹

治
正
男
先
生
、
岡
崎
外
科
医
院
副
院
長
岡
崎

匡
雄
先
生
、
一
貫
堂
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
矢
数
と

も
子
先
生
、
国
保
美
和

診
療
所
所
長
薄
井
尊
信

先
生
が
当
た
ら
れ
、
延

べ
３
７
５
人
の
方
々
が

真
剣
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。
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平
成
７
年
度

か
ら　

年
度
の

１９

　

年
間
に
か
け

１３て
整
備
さ
れ
て

き
た
、
奥
久
慈

グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
林
道
照
山
線

約
７
・
４�
の

竣
工
式
が　

月
１１

　

日
、
現
地
で

２１行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
矢
数
市
長
、
橋
本
知
事
を
は

じ
め
、
多
く
の
関
係
者
が
出
席
し
、
山
々
の

紅
葉
が
映
え
る
中
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
記
念

植
樹
が
行
わ
れ
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

����������
　

御
前
山
（
１
９
３
ｍ
）
の
山
麓
に
は
、
那

珂
川
の
支
流
で
あ
る 
皇  
都 
川
が
流
れ
、
そ
の

こ
う 
と

清
流
と
「
御
前
山
ケ
ヤ
キ
展
示
林
（
明
治　
１７

年
植
栽
）」は
す
ば
ら
し
い
景
観
を
作
り
出
し

て
い
ま
す
。
春
先
に
は
、
カ
タ
ク
リ
、
ア
ズ

マ
イ
チ
ゲ
、
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ

等
が
賑
わ
い
ま
す
。
し
か
し
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
　

月
８
日
、
茨
城
森
林
管
理
署
主
催
に
よ

１１
る
「
御
前
山
ケ
ヤ
キ
展
示
林
周
辺
ク
リ
ー
ン

活
動
」
で
は
、
常
陸
大
宮
市
立
野
口
小
学
校

５
・
６
年
生　

人
が
「
緑
の
少
年
団
活
動
」

２４

の
一
環
と
し
て
、
カ
ン
、
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
約　
�
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し

５０

た
。
下
流
域
の
水
源
に
も
な
っ
て
い
る
こ
の

地
域
。
毎
年
少
し
ず
つ
で
す
が
、
美
し
い
水

辺
林
を
後
世
に
残
す
た
め
、
地
道
に
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ト
を
計
画
。
生
徒
も
ス
テ
ー
ジ
上
で
一
緒
に

演
奏
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
高
校
１
年
生
や
中
学
生
対
象
と
し

た
オ
カ
リ
ナ
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
高

校
生
は
、
選
択
音
楽
の
時
間
に
直
接
宗
次
郎

氏
か
ら
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
授
業
で
練
習
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、　

月　

日
に
は
、
第
１

１１

１１

回
オ
カ
リ
ナ
教
室
を
開
催
し
、
中
学
生　
１７

人
、
近
隣
の
一
般
の
方　

人
が
宗
次
郎
氏
か

１２

ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成　

年
、
小
瀬
高
校
は
創
立
１
１
０
周

２１

年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
宗
次
郎
氏
に
よ
る
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
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月　

日
、
御
前
山
地
域
に
お
い
て
、
茨

１０

２１

城
県
自
然
歩
道
利
用
促
進
協
議
会
の
主
催
に

　
　

月
７
日
、
塩
田
小
学
校
を
会
場
と
し

１１
て
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
よ
り
約
１
７
０

人
の
参
加
が
あ
り
、
水
戸
女
子
高
等
学
校
長

鈴
木
康
之
氏
の
司
会
に
よ
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト

水
府
学
院
首
席
柳
下
明
氏
、
元
県
電
話
相
談

員
川
上
勉
氏
の
三
者
に
よ
る
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
の

中
に
は
『
ど
の

家
庭
も
起
こ
り

う
る
…
対
岸
の

火
事
と
思
う
こ

と
な
く
、
子
ど

も
と
の
対
話
を

大
切
に
し
て
い

き
た
い
。』と
の

感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

よ
る
第　

回
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｉ
ウ
ォ
ー
ク

２６

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
か
ら
集
ま
っ
た
１
６
０
人
の
参
加
者

の
も
と
、
御
前
山
総
合
支
所
を
出
発
し
、
道

の
駅
「
か
つ
ら
」
で
休
憩
を
と
り
、
青
少
年

旅
行
村
で
は
、
昼
食
に
地
元
伊
勢
畑
女
性
会

の
協
力
に
よ
り
、
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
皆

さ
ん
元
気
に
御
前
山
総
合
支
所
ま
で
戻
っ
て

き
ま
し
た
。




